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剰余剰余金金８８億億円超円超

　
当
組
合
志
津
川
支
所
（
佐
々
木
憲
雄
運
営
委
員
長
）
が
卸
売
業
務
を
担
う
南
三
陸

町
地
方
卸
売
市
場
が
６
月
上
旬
、
竣
工
、
供
用
開
始
と
な
っ
た
。
閉
鎖
式
の
高
度
衛

生
管
理
型
で
、
水
揚
げ
魚
の
安
全
で
安
心
な
流
通
を
推
進
、
評
価
の
高
い
鮮
度
の
い

っ
そ
う
の
向
上
も
図
ら
れ
る
。
水
揚

げ
現
場
か
ら
加
工
も
含
め
た
水
産
物

の
高
付
加
価
値
化
と
産
地
全
体
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
リ
ー
ド
し
、
水
産
の
復

興
加
速
と
地
域
経
済
の
発
展
に
も
貢

献
す
る
拠
点
施
設
と
な
る
。

　
志
津
川
漁
港
に
面
す
る
同

町
旭
ケ
浦
の
市
場
が
東
日
本

大
震
災
の
津
波
で
壊
滅
し
た

た
め
、
開
設
者
の
町
が
撤
去

し
て
新
設
復
旧
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
造
一
部
２

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
６
４

３
５
平
方
㍍
。
総
事
業
費
は

　
億
８
２
０
０
万
円
で
、
復

23興
交
付
金
な
ど
を
活
用
し

た
。
　
衛
生
管
理
は
国
の
基
準
で

工
用
の
原
料
不
足
で
好
値
、

ワ
カ
メ
は
三
陸
産
の
在
庫
払

底
と
全
国
的
な
減
産
に
よ
る

物
不
足
で
過
去
に
例
を
み
な

い
価
格
で
推
移
。
カ
キ
は
、

記
録
的
高
値
と
な
っ
た
前
年

度
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、

例
年
を
大
幅
に
上
回
る
水
準

を
超
え
る
当
期
剰
余
金
を
計

効
果
を
上
げ
る
。

　
冷
蔵
庫
は
氷
で
冷
や
せ
な

い
水
産
物
や
藻
類
を
保
管
す

る
ほ
か
、
販
売
ま
で
時
間
を

要
す
る
水
揚
げ
魚
を
収
容
。

活
魚
水
槽
は
最
新
鋭
で
、
魚

か
ら
出
る
有
害
物
質
を
バ
ク

テ
リ
ア
で
分
解
し
病
害
菌
の

増
殖
を
抑
制
す
る
。

　
岸
壁
上
屋
は
、
ひ
さ
し
の

よ
う
な
役
割
を
も
ち
、
漁
船

か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
の
選

別
な
ど
で
雨
や
直
射
日
光
が

当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

長
さ
約
１
２
５
㍍
、
奥
行
き

約
　
㍍
と
巨
大
だ
。
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設
備
で
は
、
入
札
モ
ニ
タ

ー
を
導
入
し
、
上
場
か
ら
落

札
ま
で
の
情
報
を
迅
速
に
提

供
。
岸
壁
上
屋
に
は
サ
ケ
の

自
動
と
手
動
の
選
別
機
を
設

置
し
、
自
動
選
別
機
は
ホ
ッ

パ
ー
付
き
ラ
イ
ン
と
し
た
。

　
新
市
場
の
２
階
は
事
務

室
、
仲
買
人
控
室
、
会
議
室
、

休
憩
室
な
ど
に
充
て
た
。

　
新
市
場
の
完
成
式
典
で
は

佐
藤
仁
町
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
海
に
や
ら
れ
た
が
、
豊
饒

（
ほ
う
じ
ょ
う
）
の
海
は
残

っ
た
。
水
産
の
再
生
な
く
し

て
南
三
陸
町
の
再
生
は
な

く
、
や
っ
と
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
感
慨
ひ
と
し
お

だ
」
と
述
べ
、
大
震
災
の
津

波
を
振
り
返
り
、
新
市
場
の

完
成
を
喜
ん
だ
。

　
佐
々
木
運
営
委
員
長
は

「
素
晴
ら
し
い
市
場
が
で
き

た
。
早
く
慣
れ
フ
ル
活
用
す

る
の
が
テ
ー
マ
。
漁
師
、
仲

買
人
、
漁
協
と
皆
で
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
声
を
弾

ま
せ
た
。
求
め
ら
れ
る
衛
生

管
理
で
は
水
揚
げ
が
玄
関
口

に
な
る
と
し
、
皆
で
意
識
し

力
を
合
わ
せ
て
守
り
た
い
と

気
を
引
き
締
め
た
。

　
丹
野
一
雄
経
営
管
理
委
員

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
　
平
成

　
年
度
の
組
合
収
支
は
、
計

27画
を
大
き
く
上
回
る
８
億
円

入
れ
な
ど
積
極
的
な
事
業
推

進
で
運
用
収
益
が
増
加
し

た
。
　
こ
れ
ら
の
経
済
事
業
に
加

え
、
事
業
管
理
費
の
削
減
が

事
業
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

　
し
か
し
、
組
合
員
は
減
少

が
続
き
、
前
年
度
よ
り
３
２

９
人
減
り
９
２
０
８
人
と
な

っ
た
。
正
組
合
員
は
前
年
度

末
の
３
７
３
２
人
か
ら
３
３

３
人
増
加
し
た
も
の
の
５
０

０
人
減
少
し
３
５
６
５
人
、

准
組
合
員
は
５
８
０
５
人
か

ら
６
４
０
人
増
加
、
８
０
２

人
減
少
し
５
６
４
３
人
と
な

っ
た
。

　
一
方
、
本
年
度
事
業
計
画

で
は
、
引
き
続
き
「
厳
し
い

環
境
が
続
く
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。
福
島
原
発
事
故
の

風
評
被
害
と
資
材
価
格
の
高

止
ま
り
が
続
く
と
懸
念
さ

れ
、
沿
岸
地
区
を
中
心
に
生

活
基
盤
の
復
旧
も
こ
れ
か
ら

と
な
る
か
ら
だ
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
基

本
方
針
と
し
て
「
本
県
漁
業

の
持
続
可
能
な
発
展
を
図
る

た
め
、
被
災
組
合
員
の
漁
業

継
続
や
漁
業
者
所
得
の
安

定
・
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
支
援
に
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
」
と
「
当
組
合

の
着
実
な
経
営
改
善
を
図
る

こ
と
」
を
挙
げ
た
。

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の

た
ま
も
の
で
あ
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
後
は
毀
損
（
き
そ
ん
）

率
の
解
消
に
伴
い
組
合
脱
退

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
経
営
基
盤
の
強
化

の
た
め
出
資
金
対
策
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
第
一
弾
と
し

て
、
正
組
合
員
の
出
資
金
平

均
化
を
目
標
に
５
カ
年
の
増

資
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
当
組
合
と
し
て
は
、
早
期

に
震
災
特
例
優
先
出
資
を
返

済
し
、
健
全
で
自
立
し
た
組

合
運
営
の
確
立
を
目
指
し
、

引
き
続
き
組
織
経
営
改
善
検

討
委
員
会
で
業
務
と
経
営
の

改
善
に
向
け
検
討
を
行
う
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
も
こ
う

し
た
状
況
と
主
旨
を
ご
理
解

の
上
、　
年
度
に
お
い
て
も
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さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。　

優
先
出
資
の
早
期
返
済
に
力

で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
も
対

応
。
人
の
出
入
り
で
は
滅
菌

エ
リ
ア
で
手
洗
い
や
長
靴
洗

浄
を
徹
底
す
る
。
販
売
で
は

魚
の
床
へ
の
直
置
き
を
禁

止
。
バ
ッ
ト
に
入
れ
た
魚
は

段
重
ね
し
た
パ
レ
ッ
ト
の
上

に
置
き
、 靴
跳
ね
水
を
防
ぐ
。

　
荷
捌
場
内
の
冷
蔵
庫
と
活

魚
水
槽
、
荷
捌
場
と
一
体
化

し
た
海
側
の
岸
壁
上
屋
は
、

衛
生
と
鮮
度
管
理
の
両
面
で

 高
度
衛
生
管
理
型
市
場
が
稼
働

安
全
で
安
心
、高
鮮
度
    

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
本
年
度
通
常
総
代
会
を
石
巻
市
の
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー
で
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開
催
し
た
。
昨
年
度
事
業
報
告
、
本
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
、 決
定
。 昨
年
度
は
養
殖
ホ
タ
テ
、  ワ
カ
メ
の
高
値
な
ど
で
事
業
利
益
が
膨

ら
み
、
８
億
円
超
の
剰
余
金
を
計
上
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
年
度
か
ら
５
カ
年
の

経
営
改
善
計
画
期
間
中
に
早
期
に
「
震
災
特
例
優
先
出
資
の
返
済
も
視
野
に
入
っ
て

き
た
」
と
し
た
。 .
.
.
.
 （
２
面
に
「
本
年
度
事
業
計
画
─
小
野
理
事
長
に
聞
く
」）

　
昨
年
度
は
、
事
業
利
益
が

５
億
５
７
０
０
万
円
、
経
常

利
益
が
８
億
１
１
０
０
万
円

で
、
剰
余
金
８
億
３
５
０
０

万
円
（
計
画
対
比
６
億
１
４

０
０
万
円
の
上
振
れ
）
を
計

上
。
自
己
資
本
比
率
は
　
・
28

　
％
と
な
り
、
前
年
度
末
よ

81り
２
・
　
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
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た
。

　
昨
年
度
の
販
売

事
業
は
、
養
殖
５

品
目
の
う
ち
、
ホ

タ
テ
が
北
海
道
産

の
好
調
な
輸
出
に

伴
う
国
内
販
売
の

品
不
足
の
影
響
で

高
値
、
の
り
も
前

最
高
の
レ
ベ
ル

３
。
荷
捌
場
は

必
要
な
時
に
だ

け
出
入
り
口
を

開
け
る
閉
鎖
型

佐
藤
仁
町
長

佐
々
木
憲
雄
運
営
委
員
長

と
な
っ
た
。

　
購
買
事
業

も
、
国
の
復
興

事
業
を
活
用
し

た
資
材
類
の
安

定
供
給
な
ど
で

取
扱
高
が
計
画

超
え
。 信
用
事

業
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
貯
蓄
推

進
運
動
の
展

開
、
地
方
公
共

団
体
か
ら
の
公

的
貯
金
の
受
け

年
度
に
引
き
続
き
業
務
・
加

あ
い
さ
つ
す
る
丹
野
一
雄
会
長

河北総合センターでの 平成 28 年度通常総代会

当
組
合
の
通
常
総
代
会

昨年度、養殖高値で好決算

南三陸町

２７年度(当期）２６年度２５年度２４年度項　 　 目区　分

556,722940,036511,749431,701事 業 利 益

財　務

811,0001,121,887657,820558,453経 常 利 益

834,9581,421,218785,933637,706当 期 剰 余 金

109,880,892108,730,833113,218,974111,474,698総 資 産

11,447,63010,762,3659,425,2698,693,115純 資 産

28.81%26.46%22.76%20.92%単体自己資本比率

92,721,16591,021,05194,146,99693,829,091貯 金

信用事業 80,440,45777,310,06976,286,69977,324,833預 け 金

16,854,70919,758,12626,001,55624,101,674貸 出 金

72,957,58876,376,20279,989,00083,587,340長期共済保有高
共済事業

43,468,43038,175,12036,409,03034,455,900短期共済契約高

2,963,5843,861,1965,245,3394,773,222石油類供給高
購買事業

6,304,2876,834,4978,269,38914,110,761資材類供給高

30,413,60928,757,99621,464,20517,225,107受託販売取扱高
販売事業

2,242,2812,082,8492,332,6381,707,483買 取 販 売 高

当該事業年度および直前 3事業年度の事業成績ならびに財産および損益の状況
(２７年度事業報告から。単位･千円）  

完成、 供用開始した南三陸町地方卸売
市場。 下は活魚売場での活気ある競り



（２）海 と 共 に広　報 平成28年・夏

組
み
で
消
費
拡
大
や
付
加
価

値
向
上
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
価
格
を
底
上
げ
し
て
組

合
員
の
実
入
り
を
増
や
し
て

い
く
。

　
共
販
で
生
販
一
体
と
な
り

販
路
と
消
費
の
拡
大
に
力
を

入
れ
る
の
も
も
ち
ろ
ん
重
要

で
、
販
売
業
者
（
　
卸
業
者

or

　
買
受
業
者
）
は
わ
れ
わ
れ

orの
大
事
な
戦
力
と
し
て
考
え

て
い
る
が
、
組
合
の
立
ち
位

置
は
生
産
者
に
あ
る
。
リ
ア

ス
式
の
南
北
に
長
い
漁
場

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ
る

生
産
と
そ
れ
に
由
来
す
る
お

い
し
さ
は
組
合
員
の
皆
さ
ん

が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。

そ
こ
を
わ
れ
わ
れ
が
ア
ピ
ー

ル
し
て
販
売
業
者
（
　
卸
業

or

者
　
買
受
業
者
）
と
と
も
に

or
消
費
を
伸
ば
し
て
も
い
い

し
、
組
合
が
直
販
で
届
け
て

　
②
収
支
状
況
お
よ
び
組
合

員
脱
退
の
動
向
を
踏
ま
え
た

的
確
な
出
資
金
対
策
の
実
践

に
よ
る
安
定
的
事
業
運
営
基

盤
の
維
持
・
確
保

　
昨
年
度
は
脱
会
組
合
員
の

出
資
金
が
１
億
２
９
０
０
万

円
に
の
ぼ
っ
た
。
計
画
で
は

年
１
億
円
弱
ず
つ
を
想
定
し

て
お
り
、
３
割
増
し
。
平
成

　
年
度
決
算
で
繰
越
欠
損
金

26が
な
く
な
っ
て
毀
損
（
き
そ

ん
）
率
ゼ
ロ
と
な
り
、
脱
会

す
れ
ば
出
資
金
が
全
額
戻
る

こ
と
に
な
っ
た
影
響
か
も
し

れ
な
い
。

　
本
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計

画
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
全
国
支
援
の
震
災
特
例

優
先
出
資
と
県
の
優
先
出
資

を
合
わ
せ
た
　
億
８
千
万
円

71

も
い
い
。

　
価
格
を
上
げ
生
産
者
の
手

取
り
、
実
入
り
を
増
や
す
た

め
、
共
販
も
、
直
販
も
一
生

懸
命
や
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
カ
キ
は
殻
付
の
直
販
を
２

年
や
っ
た
。
シ
ェ
ア
は
ま
だ

ま
だ
だ
が
、
付
加
価
値
、
価

格
底
上
げ
の
成
果
は
み
え
て

い
る
。

　
ホ
ヤ
は
韓
国
輸
出
が
止
ま

っ
た
ま
ま
で
簡
単
で
は
な
い

が
、
生
鮮
を
鮮
度
保
持
技
術

の
発
達
で
、
蒸
し
ボ
ヤ
を
冷

凍
で
、「
お
い
し
い
で
す
よ
」

と
直
販
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
市

場
開
拓
、
国
内
消
費
の
底
上

げ
を
図
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
昨
年
、
蒸
し
ボ
ヤ
は

（
ネ
ッ
ト
通
販
に
て
）
少
量

な
が
ら
も
香
港
に
直
接
出
荷

を
し
た
。

　
ギ
ン
ザ
ケ
は
手
を
加
え

た
活
じ
め
の
普
及
を
進
め

る
中
で
、
直
販
や
輸
出
の

取
り
組
み
を
模
索
し
て
い

る
。

を
返
済
す
る
予
定
で
、
組
合

員
脱
会
に
よ
る
出
資
金
の
剥

落
が
続
く
と
、
基
礎
財
源
が

目
減
り
し
優
先
出
資
返
済
が

遠
の
き
か
ね
な
い
。

　
安
定
的
に
組
合
事
業
を
継

続
す
る
た
め
に
は
優
先
出
資

を
除
い
て
　
％
以
上
の
自

12

己
資
本
比
率
が
必
要
と
な

る
が
、
昨
年
度
末
の
自
己
資

本
比
率
は
、
優
先
出
資
を
控

除
す
る
と
　
・
　
％
に
な
る
。

11
16

優
先
出
資
返
済
後
の
　
％
維

12

持
は
十
分
視
野
に
入
る
状
況

だ
。「
返
済
し
て
も
一
人
で

元
気
に
歩
け
る
」
と
発
信
し

た
い
。
返
済
す
れ
ば
、
将
来

に
向
け
て
の
投
資
な
ど
積
極

的
な
事
業
展
開
も
で
き
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
出
資
金

の
目
減
り
を
補
填
（
ほ
て

ん
）
す
る
増
資
、
組
合
員
の

貯
金
、
経
済
事
業
で
の
剰
余

金
が
必
要
に
な
る
。

　
増
資
で
は
、
現
状
の
組
合

員
１
人
平
均
約
　
万
円
の
出

50

　
③
「
ワ
カ
メ
残
さ
物
処
理

事
業
（
ホ
ヤ
残
さ
物
含
む
）」

の
平
成
　
年
度
か
ら
の
本
格

29

的
事
業
に
向
け
た
内
部
体
制

の
検
討
お
よ
び
残
さ
物
の
品

質
実
証
実
験
の
実
施

　
震
災
後
、
国
立
研
究
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
と
東
北
大
学
の
先
生
か

ら
、
ワ
カ
メ
残
さ
を
ブ
タ
の

餌
に
す
る
実
証
実
験
の
提
案

を
い
た
だ
き
、
組
合
で
２
年

間
実
験
を
進
め
た
。
ブ
タ
に

与
え
る
と
腸
の
働
き
が
良
く

な
り
、
雑
菌
が
少
な
く
な
る

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い

る
。
残
さ
な
ら
廃
棄
物
だ

が
、
処
理
す
れ
ば
価
値
が
生

ま
れ
る
。

　
こ
の
間
に
石
巻
市
か
ら
、

　
年
度
事
業
で
残
さ
処
理
を

29支
援
す
る
用
意
が
あ
る
と
い

う
話
を
頂
戴
し
た
。
地
元
行

政
の
積
極
的
な
対
応
は
あ
り

が
た
い
。

　
組
合
と
し
て
は
、
処
理
の

実
用
化
を
事
業
と
し
て
進
め

る
か
決
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
本
年
度
に
整
理
し

実
用
化
に
向
け
協
議
し
て
い

き
た
い
。
ワ
カ
メ
の
茎
か
ら

実
証
実
験
し
た
が
、
プ
ラ
ン

ト
設
備
は
ホ
ヤ
殻
ま
で
は
な

ん
と
か
対
応
で
き
る
。

　
協
議
の
中
で
処
理
す
る
場

所
も
詰
め
て
い
く
。
敷
地
や

生
産
現
場
と
の
距
離
、
利
便

性
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
宮
城
げ
ん
き
市
　
ほ
や

祭
り
２
０
１
６
」
が
５
月
３

日
に
仙
台
市
の
勾
当
台
公
園

で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

焼
き
ほ
や
や
ほ
や
汁
な
ど
の

販
売
に
行
列
が
で
き
、
大
型

水
槽
に
よ
る
展
示
で
成
長
か

ら
水
揚
げ
ま
で
の
流
れ
も
紹

介
。
ホ
ヤ
に
親
し
み
満
喫
す

る
笑
顔
が
目
立
っ
た
。

　
宮
城
げ
ん
き
市
実
行
委
員

会
（
会
長
・
小
野
秀
悦
当
組

合
専
務
）
が
主
催
。
県
内
産

水
産
物
の
お
い
し
さ
と
安
全

性
を
広
く
発
信
す
る
目
的
で

平
成
　
年
か
ら
「
げ
ん
き

26

市
」
を
県
内
外
で
開
い
て
お

り
、
今
回
は
旬
を
迎
え
る
ホ

ヤ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
　
ホ
ヤ
を
使
っ
た
焼
き
そ
ば

や
カ
レ
ー
、
ピ
ザ
な
ど
多
彩

な
料
理
が
人
気
を
呼
ん
だ
。

宮
城
大
の
西
川
正
純
教
授
は

最
新
の
研
究
か
ら
ホ
ヤ
の
機

能
性
成
分
や
健
康
食
材
と
し

て
の
優
位
性
を
紹
介
。
気
に

入
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
投
票
す

る
「
ほ
や
レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ

リ
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
来
場
者
を
喜
ば

せ
た
。

　
全
国
沿
岸
の
漁
業
地
区
の

前
浜
に
は
共
同
漁
業
権
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水

域
は
、
地
元
地
区
の
漁
民
集

団
の
縄
張
り
。
一
般
的
に
こ

の
権
利
の
も
と
で
、
入
会
集

団
た
る
漁
民
皆
が
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
自
ら
互
い
の

利
害
調
整
を
し
て
規
則
を
作

成
し
、
漁
場
利
用
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
任
意
の
集
団
に
は
法
的

権
利
を
与
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
漁
民
ら
は
法

人
格
を
も
っ
た
漁
協
を
設
立

し
、
行
政
庁
へ
の
漁
業
権
の

手
続
き
に
お
い
て
漁
協
の
名

を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
漁
協
が
漁
業
権
の
権
利

主
体
で
は
な
く
、
漁
業
権
の

管
理
者
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん

は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
養
殖
業
を
営
む
た
め
に
あ

る
特
定
区
画
漁
業
権
の
考
え

方
も
共
同
漁
業
権
と
同
じ
で

す
。
多
く
の
場
合
、
一
定
の

漁
場
の
枠
の
な
か
で
複
数
の

漁
民
が
入
り
会
っ
て
養
殖
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
こ
の
権
利
も
入
会
集
団

の
権
利
と
し
て
漁
協
に
免
許

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
そ
も
そ

も
、
多
く
は
共
同
漁
業
権
海

域
の
中
に
特
定
区
画
漁
業
権

の
漁
場
の
枠
が
設
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
漁
協
が
特
定
区

画
漁
業
権
の
管
理
者
に
な
る

の
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　
し
か
し
、
特
定
区
画
漁
業

権
の
場
合
、
漁
協
が
権
利
の

管
理
者
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
行
政
庁
が
経
営

者
に
漁
業
権
を
直
接
免
許
す

る
ケ
ー
ス
で
す
。
た
と
え

ば
、
漁
協
が
自
営
事
業
で
養

殖
業
を
行
う
場
合
で
す
。
こ

の
場
合
、
主
に
空
い
た
漁
場

を
有
効
利
用
す
る
と
き
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

組
合
員
と
の
間
で
利
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
全
組
合
員
の
３
分
の
２

以
上
の
書
面
の
同
意
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
ケ

ー
ス
と
し
て
は
、
漁
村
の
な

か
で
養
殖
業
を
営
む
経
営
体

が
１
つ
に
な
っ
た
場
合
、
共

同
漁
業
権
漁
場
と
か
ぶ
ら
な

い
漁
場
で
養
殖
業
が
行
わ
れ

る
場
合
で
す
。
こ
の
な
か
に

は
、
権
利
者
が
地
元
の
漁
民

で
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
漁
業
外
か
ら

の
企
業
参
入
で
す
。
い
ず
れ

も
事
例
と
し
て
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
特
定
区
画
漁
業

権
に
つ
い
て
は
漁
協
の
み
に

し
か
免
許
さ
れ
な
い
共
同
漁

業
権
と
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
。

　
で
す
が
、
外
部
か
ら
の
企

業
参
入
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
る
特
定
区
画
漁
業

権
の
漁
場
に
対
し
て
免
許
申

請
者
が
複
数
と
な
っ
た
場

合
、
①
漁
業
権
管
理
者
と
し

て
の
漁
協
②
自
営
事
業
者
と

し
て
の
漁
協
③
地
元
漁
民
世

帯
７
割
以
上
の
出
資
者
で
構

成
す
る
法
人
④
地
元
漁
民
７

人
以
上
の
出
資
者
で
構
成
す

る
法
人
⑤
漁
業
者
ま
た
は
漁

業
従
事
者
⑥
そ
の
他
─
と
い

う
優
先
順
位
制
度
に
従
っ
て

被
免
許
者
が
決
め
ら
れ
、
そ

の
他
に
当
た
る
漁
業
外
企
業

の
優
先
順
位
は
最
も
低
い
か

ら
で
す
。
漁
協
や
地
元
の
漁

業
者
が
免
許
申
請
す
れ
ば
、

外
部
か
ら
の
企
業
参
入
を
簡

単
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
こ
れ
を
も
っ
て
優
先
順
位

制
度
が
「
け
し
か
ら
ん
」
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
ど
う
し

て
漁
協
が
優
先
さ
れ
る
の

か
、
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、
漁
村
経
済
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
優
先
順
位
は
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

地
元
漁
民
が
入
り
会
っ
て
集

団
で
養
殖
業
を
営
ん
で
い
る

の
な
ら
ば
そ
こ
か
ら
権
利
を

奪
う
わ
け
に
も
い
か
な
い

し
、
法
人
で
営
む
場
合
で
も

よ
り
多
く
の
地
元
の
漁
民
が

出
資
し
て
い
る
組
織
の
方
が

外
部
企
業
に
頼
る
よ
り
も
地

元
に
多
く
の
経
済
余
剰
が
残

り
ま
す
。
企
業
参
入
は
雇
用

を
生
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

経
済
余
剰
が
確
実
に
域
外
に

流
出
し
、
地
元
に
は
ほ
ぼ
残

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、
漁
場
に
空
き
が

あ
り
、
漁
場
を
有
効
活
用
で

き
て
い
な
い
場
合
、
資
本
と

技
術
を
も
つ
企
業
参
入
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
企
業
が
地
元
に
事
務
所

を
置
き
、
漁
協
の
組
合
員
に

な
っ
て
養
殖
を
営
む
方
式
も

あ
り
ま
す
。
企
業
参
入
の
あ

り
方
は
、
場
面
、
場
面
で
関

係
者
が
じ
っ
く
り
考
え
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ

と
は
漁
村
社
会
に
亀
裂
を
も

た
ら
さ
な
い
よ
う
に
進
め
る

こ
と
な
の
で
す
。

　
①
宮
城
県
産
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
等
を
通
じ
た

直
販
の
拡
充
お
よ
び
輸
出
等

に
よ
る
販
路
拡
大
を
主
と
し

た
販
売
力
強
化

　
本
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計

画
で
引
き
続
き
販
売
力
強
化

を
進
め
る
中
で
、
直
販
も
一

生
懸
命
や
り
、
輸
出
に
も
目

を
向
け
る
。
そ
う
し
た
取
り

　
当
組
合
の
通
常
総
代
会
で
決
定
し
た
「
本
年
度
事
業

計
画
」
か
ら
、
①
販
売
力
強
化
②
安
定
的
事
業
運
営
基

盤
の
維
持
・
確
保
③
「
ワ
カ
メ
残
さ
物
処
理
事
業
」

─
の
３
点
に
つ
い
て
、
小
野
喜
夫
理
事
長
に
、
重
要

性
も
含
め
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。

直
販
に
国
内
消
費
拡
大
の
期

待
が
か
か
る
ホ
ヤ

資
金
を
基
準
に
、
届
い
て
い

な
い
人
に
は
５
年
で
届
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
７
月

の
昨
年
度
決
算
か
ら
の
売
上

割
戻
を
出
資
金
に
充
て
、
そ

れ
で
も
水
準
よ
り
不
足
な
ら

手
出
し
で
上
乗
せ
し
て
も
ら

う
。
出
資
金
が
す
で
に
基
準

以
上
の
人
に
は
、
割
戻
金
を

出
資
に
回
し
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
最
終
的
な
剰
余
金
は
、　26

年
度
が
　
億
２
１
０
０
万

14

円
、
昨
年
度
が
８
億
３
５
０

０
円
と
素
晴
ら
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
震
災
後
の
支
援
事

業
で
背
中
を
押
さ
れ
事
業
利

益
が
上
が
っ
た
部
分
も
あ

る
。
今
後
も
好
決
算
を
続
け

ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
震
災

関
連
の
事
業
は
大
き
く
減
っ

て
い
る
し
、
経
済
の
う
ね
り

も
あ
り
、
そ
う
簡
単
に
は
い

か
な
い
。

　
５
カ
年
の
計
画
期
間
中
は

年
２
億
円
の
剰
余
金
を
見
込

み
、
本
年
度
の
計
画
は
２
億

３
千
万
円
。
達
成
は
、
前
段

で
話
し
た
よ
う
な
販
売
力
強

化
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

残
さ
処
理
の
事
業
化
を
検
討

ホヤに親しみ満喫
仙台で 「げんき市」 大盛況

養
殖
優
先
順
位
と
企
業
参
入

協同組合論
北海学園大学経済学部教授

濱 田 武 士 ⑤

販
売
力
強
化
で
直
販
に
も
力 分かりやすく説明する小野喜

夫理事長

出
資
金
剥
落
は
増
資
で
補
填

本
年
度
事
業
計
画
小
野
理
事
長
に
聞
く
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東
北
！
　
Ｊ
Ｆ
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
７
～
　
月
の
６

12

カ
月
間
展
開
し
ま
す
。
期
間

中
、「
チ
ョ
コ
ー
」
ま
た
は

「
く
ら
し
」
に
加
入
い
た
だ

い
た
方
全
員
に
共
済
証
書
入

れ
を
差
し
上
げ
る
ほ
か
、
抽

選
で
　
名
様
に
３
０
０
０
円

50

３
分
の
１
ほ
ど
を
生
産
者
自

ら
が
む
い
て
出
荷
し
て
い

た
。 手
間
は
か
か
る
が
、 加
工

業
者
か
ら
の
引
き
合
い
が
強

い
む
き
身
出
荷
を
貫
き
、
そ

の
量
は
県
内
随
一
。 震
災
前
、

 浜
に
は
ず
ら
り
と
む
き
場
が

相
当
の
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。 こ
の
機
会
に
、 よ
り

い
っ
そ
う
安
心
で
き
る
「
備

え
」 を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
信
用
共
済
部
・
飯
尾
部
長

の
話
　
お
一
人
お
一
人
、
生

活
も
ご
事
情
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
最
適
な
保
障
を
ご
提
案

で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
各
支
所
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 む き 身に活路 
寄磯ほや養殖部会

加工場再建で出荷順調

　
網
地
島
支
所
女
性
部
は
、

大
震
災
後
す
ぐ
に
動
き
だ
し

ま
し
た
。
避
難
所
と
な
っ
た

公
民
館
で
の
炊
き
出
し
、
支

援
物
資
の
仕
分
け
な
ど
、
島

を
支
え
る
た
め
必
死
に
活
動

し
、
３
カ
月
後
、
自
立
が
可

寺
た
つ
え
女
性
部
長
は
い
い

ま
す
。

　
朝
集
ま
っ
た
部
員
た
ち

は
、
注
文
に
応
じ
て
手
早
く

品
物
の
仕
分
け
、
値
札
つ
け

を
く
る
く
る
と
こ
な
し
ま

す
。
ほ
っ
と
ひ
と
息
つ
く
間

も
な
く
、
午
後
１
時
の
「
開

店
」
を
待
た
ず
に
、
昼
ご
ろ

に
は
島
内
各
地
か
ら
お
客
さ

ん
が
。
お
客
さ
ん
が
ひ
け
れ

ば
、 片
付
け
、 精
算
、 そ
し
て
、

公
民
館
へ
足
を
運
ぶ
こ
と
が

難
し
い
高
齢
者
宅
　
軒
ほ
ど
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へ
の
配
達
も
こ
な
し
ま
す
。

　
 「つ
な
ぎ
」
の
は
ず
だ
っ

た
「
青
空
復
興
市
」
は
、
い

つ
し
か
島
民
の
交
流
の
場
、

外
出
の
き
っ
か
け
と
も
な

り
、
配
達
が
高
齢
者
宅
の
見

守
り
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

に
女
性
部
員
た
ち
は
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、　
代
70

に
な
っ
た
部
員
た
ち
５
人
ほ

ど
で
毎
週
続
け
る
の
は
た
い

へ
ん
な
負
担
で
す
。
皆
「
海

女
」
と
い
う
本
業
も
か
か

え
、
農
作
業
や
ほ
か
の
仕
事

も
こ
な
し
て
い
ま
す
。「
よ

く
が
ん
ば
っ
て
き
た
な
あ
」

と
小
野
寺
部
長
は
し
み
じ
み

い
い
ま
す
。

　
こ
の
６
月
で
丸
５
年
。
そ

れ
を
機
に
活
動
か
ら
退
こ
う

と
、
代
わ
り
に
や
っ
て
く
れ

る
業
者
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
女
性
部
の
ひ
と
世
代
若

い
人
た
ち
が
「
私
た
ち
が
引

き
継
ぐ
」 と
、 負
担
を
承
知
で

手
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
島
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」
と
小

野
寺
部
長
。
島
の
暮
ら
し
を

支
え
る
週
に
一
度
の
大
き
な

楽
し
み
は
、
次
世
代
に
し
っ

か
り
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

能
と
な
っ
て
支
援
物
資
を
辞

退
し
た
後
、
新
た
な
問
題
に

直
面
し
ま
し
た
。

　
震
災
前
ま
で
食
料
品
や
日

用
品
を
島
に
運
ん
で
移
動
販

売
を
し
て
く
れ
て
い
た
頼
み

の
業
者
も
被
災
。
再
開
の
め

ど
が
た
た
ず
、
島
は
物
資
の

調
達
と
い
う
面
で
孤
立
の
危

機
に
瀕
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

女
性
部
は
、
新
し
い
業
者
が

見
つ
か
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
と

し
て
、
長
渡
（
ふ
た
わ
た

し
）
公
民
館
で
週
に
１
度
、

「
青
空
復
興
市
」
を
開
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
ら
か
じ
め
各
戸
の
注
文

を
各
女
性
部
班
長
が
と
り
、

本
部
女
性
部
員
が
そ
れ
を
ま

と
め
て
石
巻
青
果
市
場
に
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
発
注
。
市
当
日

の
午
前
に
は
新
鮮
な
肉
や
野

菜
も
到
着
。
網
地
島
支
所
職

員
が
高
台
の
公
民
館
ま
で
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
く
れ
ま

す
。「
み
ん
な
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
で
き
る
」
と
小
野

種
。
そ
の
こ
と
を
ど
こ
よ
り

も
理
解
し
て
い
る
漁
協
だ
か

ら
こ
そ
、
長
い
返
済
期
間

に
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
に
も
ご
相
談
に
乗
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

各
金
融
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

天
候
な
ど
に
よ
り
所
得
が
大

き
く
変
動
す
る
特
殊
な
業

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

と
４
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
集
団
移
転
地
の
造
成
は

県
全
体
で
　
・
６
％
、
県
内
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住
宅
再
建
状
況
は
い
ま
だ
復

興
半
ば
で
す
。

　
当
組
合
で
は
、
被
災
さ
れ

た
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
安
定

し
た
漁
業
経
営
の
礎
と
な
る

住
宅
再
建
の
お
手
伝
い
を
第

一
と
考
え
、
３
種
類
の
住
宅

ロ
ー
ン
を
ご
用
意
。
自
分
に

合
っ
た
無
理
の
な
い
借
り
入

れ
を
選
択
で
き
ま
す
（
詳
し

く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
漁
業
は
水
揚
げ
や
単
価
、

 「
統
合
海
岸
局
」 で
功
績

当
組
合
、電
波
の
日
に
受
賞
  

な
っ
 た
。 

　
同
支
所
の

ホ
ヤ
は
、
従

来
水
揚
げ
の

「ま じがんば っぺ東北 ！ 」
JF共済キャンペーン中

　
鮫
浦
湾
の
ホ
ヤ
で
知
ら
れ

る
寄
磯
前
網
支
所
で
は
昨

年
、
水
産
物
加
工
施
設
を
建

設
。
震
災
前
か
ら
続
け
て
い

る
ホ
ヤ
の
む
き
身
出
荷
を
再

開
し
、
継
続
で
き
る
よ
う
 に

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ
 

漁
業
知
れ
ば
こ
そ
　

　
変
動
に
俊
敏
対
応

住
宅
ロ
ー
ン
、相
談
は
組
合
に
 

は
、「
今
は
こ
こ
が
あ
る
の

で
毎
日
出
荷
で
き
る
」
と
笑

顔
で
話
す
。
訪
れ
た
と
き
に

は
水
揚
げ
し
た
３
年
子
を
家

族
で
む
き
身
に
し
て
い
た
。

　
現
在
、　
軒
が
こ
の
加
工
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施
設
で
む
き
、
自
分
で
施
設

を
再
建
し
た
８
軒
が
自
家
加

工
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の

生
産
者
は
殻
付
き
で
出
荷
。

加
工
場
が
で
き
た
昨
年
か
ら

は
震
災
前
と
同
じ
く
ら
い
の

割
合
で
む
き
身
出
荷
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
輸

出
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る

今
、
需
要
の
高
い
む
き
身
出

荷
に
や
は
り
こ
だ
わ
り
た

い
。
　
加
工
場
を
利
用
し
て
い
る

　
軒
は
、
水
揚
げ
後
、
そ
れ

11ぞ
れ
の
区
画
で
早
朝
か
ら
家

族
総
出
、
あ
る
い
は
人
を
雇

っ
て
手
際
よ
く
む
い
て
い

く
。
施
設
内
に
は
殺
菌
水
や

洗
浄
機
も
完
備
。
む
き
身
の

出
荷
量
や
出
荷
先
は
生
産
者

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
寄

磯
の
加
工
業
者
は
じ
め
、
地

元
石
巻
の
業
者
な
ど
に
新
鮮

な
う
ち
に
運
ば
れ
る
。

　
夏
は
、
種
を
吊
る
す
場
所

を
空
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、

筏
の
準
備
も
と
、
連
日
大
忙

し
だ
が
、「
寄
磯
の
ホ
ヤ
」

の
名
と
伝
統
を
守
る
た
め
、

待
望
の
加
工
場
で
音
を
上
げ

る
こ
と
な
く
殻
む
き
に
精
を

出
す
。

　
こ
と
し
も
、
当
組
合
と
Ｊ

Ｆ
共
水
連
で
は
、「
ひ
と
」

や
「
い
え
」
の
万
一
に
備
え

る
保
障
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
チ

ラ
シ
に
詳
し
く
説
明
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
に
合

っ
た
も
の
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
お
一
人
お
一
人
に

寄
り
添
っ
た
「
安
心
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
共
済
で
は
こ

と
し
も
「
ま
じ
が
ん
ば
っ
ぺ

網
地
島
女
性
部

「
統
合
海
岸
局
の
い

ち
早
い
整
備
」
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
情

報
通
信
月
間
推
進
協

議
会
会
長
の
情
報
通

信
功
績
賞
を
受
け
、

丹
野
一
雄
会
長
が
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
＝
写
真
。

  島
の
暮
ら
し
支
え
５
年

「
青
空
復
興
市
」
 次

世
代
へ
  

島民が訪れれば、 おしゃべりしながら買い
物も手伝う

網地島支所の女性部員。前列中央が小野
寺たつえ部長、 両隣が 「復興市」 を引き継
ぐ次世代部員

　
供
電
波
の
日
僑
の
６
月
１

日
、
総
務
省
な
ど
主
催
の
記

念
式
典
が
東
京
・
帝
国
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、
当
組
合
が

場
を
失
っ
た
た
め
、
や
む
な

く
殻
付
き
で
出
荷
し
た
。

　
む
き
場
が
な
い
こ
と
は
出

荷
で
き
な
い
こ
と
に
つ
な
が

る
と
危
機
感
を
も
っ
た
が
、

加
工
場
を
個
々
に
再
建
す
る

の
は
土
地
も
必
要
だ
し
保
健

所
の
許
可
も
い
る
た
め
、
簡

単
で
は
な
い
。
そ
こ
で
寄
磯

ほ
や
養
殖
部
会
員
　
人
の
う
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ち
の
　
人
で
ホ
ヤ
加
工
施
設

11

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
復
旧
整

家族総出でのホヤの殻むき作業

並
ん
で
い
た

が
、 津
波
で
全

て
流
失
し
た
。

　
平
成
　
年
、

26

震
災
後
初
め
て

の
ホ
ヤ
出
荷
が

か
な
っ
た
。
自

力
で
加
工
施
設

を
再
建
し
た
人

も
わ
ず
か
に
い

た
が
、
大
半
の

生
産
者
は
む
き

こ
れ
か
ら
洗
浄
し
て

出
荷
す
る
む
き
身

備
補
助
事
業

で
念
願
の

 「水
産
物
加

工
場
」 の
建

設
を
果
た
し

た
。
震
災
後

２
度
め
の
出

荷
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
た
昨

年
６
月
の
こ

と
だ
っ
た
。

　
部
会
長
の

遠
藤
正
さ
ん

加工場を利用している寄磯ほや養殖部
会の会員 （前列左端が遠藤正部会長）
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に
持
ち
、
昼
夜
、
密
漁
に
目

を
光
ら
せ
る
ほ
か
、
放
流
事

業
に
も
余
念
が
な
い
。

　
い
わ
ず
と
知
れ
た
ワ
カ
メ

は
、
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
の
最
先

端
を
い
き
、
入
札
時
に
は
常

に
注
目
を
浴
び
る
存
在
。
こ

と
し
１
月
の
低
気
圧
で
大
き

な
被
害
は
出
た
が
、
残
っ
た

も
の
を
一
生
懸
命
育
て
て
な

ん
と
か
生
産
し
た
。

　
「
最
初
は
落
胆
し
ま
し
た

が
、
い
つ
も
シ
ケ
に
は
あ
っ

て
い
る
の
で
、
経
験
と
知
識

を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
し

た
」
と
高
橋
一
郎
運
営
委
員

長
。
主
産
地
で
あ
り
、
モ
デ

ル
で
あ
る
と
い
う
自
負
を
皆

が
も
ち
、
切
磋
琢
磨
し
て
高

品
質
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
、
海
藻
類

な
ど
の
磯
根
資
源
が
豊
富

で
、
ワ
カ
メ
、
ホ
タ
テ
、
カ

キ
、
ホ
ヤ
な
ど
の
養
殖
も
盛

ん
。
さ
ら
に
は
漁
船
漁
業

と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

漁
業
を
行
っ
て
い
る
。 ワ
カ

メ
を
は
じ
め
 ア
ワ
ビ
、 マ
ツ

モ
、 フ
ノ
リ
、 ヒ
ジ
キ
な
ど
、

多
く
が
県
内
ト
ッ
プ
の
生
産

量
を
誇
っ
て
い
る
。

　
内
湾
の
静
か
な
海
と
外
洋

の
荒
い
海
の
両
方
を
も
ち
、

海
岸
線
は
　
㌔
と
浅
海
漁
業
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に
適
し
た
磯
が
長
く
続
い
て

い
る
な
ど
、
変
化
に
富
み
か

つ
恵
ま
れ
た
漁
場
を
も
つ
た

め
、
多
種
多
様
な
海
産
物
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
豊
か

な
海
の
資
源
を
守
る
た
め
、

昨
年
竣
工
し
た
最
新
鋭
の
監

視
船
「
は
ま
か
ぜ
」
を
独
自

　
鳴
瀬
の
カ
キ
は
、
甘
み
が

あ
り
、
加
熱
し
て
も
縮
ま
ら

な
い
と
、
三
陸
の
カ
キ
の
な

か
で
も
評
価
が
高
く
、
そ
の

１
割
ほ
ど
を
出
荷
し
て
い
る

東
京
で
も
人
気
が
あ
る
。
そ

れ
は
恵
ま
れ
た
漁
場
環
境

と
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
養

殖
法
の
た
ま
も
の
に
他
な
ら

な
い
。

　
松
島
湾
と
石
巻
湾
を
有

し
、
鳴
瀬
川
と
旧
北
上
川
の

水
が
ぶ
つ
か
る
と
い
う
好
漁

場
。
川
は
山
か
ら
の
栄
養
豊

富
な
水
を
運
び
、
海
水
を
ほ

ど
よ
い
塩
分
濃
度
に
保
つ
。

「
川
の
恵
み
、
山
の
恵
み
を

受
け
て
育
っ
た
カ
キ
だ
か

ら
、
独
特
の
甘
み
が
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
」
と
仙
石
和
男

運
営
委
員
長
。

　
松
島
内
湾
で
成
長
抑
制

し
、 そ
の
後
船
で
沖
出
し
。 そ

れ
が
刺
激
と
な
っ
て
放
卵
を

促
進
し
、
出
荷
時
に
卵
残
り

の
カ
キ
が
混
ざ
ら
な
い
と
い

う
。
ま
た
、
原
盤
を
挟
み
込

ん
だ
ロ
ー
プ
を
２
本
つ
な
ぎ

に
し
て
、
上
の
ロ
ー
プ
か
ら

揚
げ
、
下
の
ロ
ー
プ
を
浮
上

さ
せ
る
と
い
う
２
回
採
り
を

し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
下
の
も
の
に
も
日
光
が
十

分
に
当
た
り
、
身
入
り
が
促

進
さ
れ
る
。 こ
う
し
て
、 殻
は

決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、

身
が
め
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い

る
カ
キ
が
出
来
上
が
る
。

　
手
間
を
惜
し
ま
ず
丁
寧
に

育
て
た
鳴
瀬
の
カ
キ
は
、
県

内
や
東
京
の
カ
キ
小
屋
で
も

人
気
が
あ
る
。「
こ
こ
の
カ

　
「
こ
こ
で
は
後
継
者
が
多

く
、
若
い
連
中
が
け
っ
こ
う

い
る
こ
と
も
特
色
で
す
」
と

千
葉
信
哉
支
所
長
。
親
か
ら

子
、
子
か
ら
孫
へ
と
順
調
に

受
け
継
が
れ
、
震
災
後
も
、

組
合
員
の
減
少
は
ご
く
わ
ず

か
、
そ
れ
も
高
齢
な
ど
の
理

由
だ
っ
た
と
い
う
。 「こ
こ
の

海
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
漁
師
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
。

そ
の
く
ら
い
恵
ま
れ
た
海
で

す
」
と
高
橋
委
員
長
も
目
を

細
め
る
。
若
い
後
継
者
た
ち

は
全
員
消
防
団
員
で
、「
地

域
を
守
り
、
地
域
に
密
着
し

た
本
当
の
漁
師
」 だ
と
い
う
。

こ
の
海
と
と
も
に
生
き
て
い

く
こ
と
に
迷
い
は
な
く
「
が

ん
ば
る
漁
業
」
の
力
も
借
り

ず
に
復
興
を
果
た
し
た
。

　
ま
ず
は
す
ぐ
に
収
入
に
な

る
ワ
カ
メ
を
や
ろ
う
と
、
震

災
後
全
浜
で
す
ぐ
に
種
つ
け

作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
い
た
だ
い

た
資
材
も
、　
浜
全
部
に
配

13

っ
た
。
皆
が
落
ち
込
ん
で
い

る
と
き
に
海
の
作
業
を
す
る

こ
と
で
力
が
湧
き
上
が
り

 「で
き
る
」 と
い
う
意
識
を
も

ち
、
助
け
合
っ
て
一
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
切
れ
た
と
い
う
。

青
年
部
や
女
性
部
を
は
じ

め
、 部
会
の
活
動
も
活
発
で
、

前
に
進
み
続
け
て
い
る
。

　
県
内
最
後
と
な
っ
た
事
務

所
再
建
も
、
今
年
度
じ
ゅ
う

に
は
か
な
う
予
定
。
さ
ら
な

る
発
展
を
見
据
え
る
。

　
今
後
の
目
標
は
、
以
前
か

ら
組
合
独
自
に
行
っ
て
い
た

ア
ワ
ビ
の
稚
貝
放
流
を
震
災

前
の
　
万
個
の
規
模
ま
で
戻

20

す
こ
と
。
早
め
の
放
流
で
、

貴
重
な
資
源
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
く
考
え
だ
。
養
殖

関
係
は
お
お
む
ね
復
旧
を
果

た
し
、
ホ
タ
テ
の
地
種
も
毎

年
増
え
て
き
て
い
る
。

　
泊
地
区
で
以
前
ア
ワ
ビ
を

皇
室
献
上
し
た
こ
と
に
ち
な

み
、
毎
年
　
月
　
日
の
天
皇

12

23

誕
生
日
に
は
ア
ワ
ビ
ま
つ
り

を
開
催
。
３
回
め
の
昨
年

は
、
わ
ず
か
　
分
で
４
０
０

30

㌔
を
完
売
し
た
と
い
う
盛
況

ぶ
り
だ
っ
た
。
地
元
商
店
街

の
催
し
に
も
ワ
カ
メ
な
ど
を

提
供
し
、
商
店
街
の
活
性
化

に
も
力
を
貸
し
な
が
ら
歌
津

の
海
の
幸
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。
今
後
も
四
季
折
々
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
い
う
。

キ
を
食
べ
て
育
っ
た
の
で
、

私
に
と
っ
て
は
普
通
な
の
で

す
が
」
と
青
砥
久
美
支
所

長
。「
お
客
さ
ま
か
ら
の
評

判
は
と
て
も
よ
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
人

か
ら
い
た
だ
い
た
が
ど
う
や

っ
て
注
文
で
き
る
の
か
と
い

っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
か
な

り
き
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

お
裾
分
け
を
も
ら
っ
た
先
か

ら
も
注
文
が
く
る
な
ど
、
客

が
客
を
呼
び
、
口
コ
ミ
で
人

気
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
震
災
で
は
、
種
ガ
キ
棚
が

全
て
流
さ
れ
、
再
開
は
無
理

な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
が
れ
き
の

中
に
種
ガ
キ
を
発
見
。
使
え

る
も
の
を
拾
い
集
め
、
こ
の

年
は
共
同
で
養
殖
を
行
っ

て
、
秋
に
奇
跡
の
出
荷
を
果

た
し
た
。
生
産
者
が
一
致
団

結
し
、
ふ
ん
ば
っ
た
結
果
だ

っ
た
。

　
恵
ま
れ
た
漁
場
環
境
の
た

め
、
の
り
も
味
の
い
い
も
の

が
採
れ
る
。
震
災
後
は
５
人

共
同
１
経
営
体
で
生
産
し
て

い
る
が
、
品
質
の
向
上
に
力

を
入
れ
、
平
成
　
年
、　
年

24

25

と
２
年
連
続
で
皇
室
献
上
に

選
ば
れ
て
い
る
。
震
災
前
に

は
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
ち

ら
も
し
っ
か
り
と
結
果
を
出

し
て
い
る
。

　
現
在
、
カ
キ
、
の
り
、
ど

ち
ら
の
生
産
者
に
も
、　
％
90

後
継
者
が
い
る
。
若
い
生
産

者
が
多
い
の
も
こ
こ
の
特
長

だ
。
仙
石
委
員
長
は
、「
皆

親
の
背
中
を
見
て
育
っ
て
き

た
。
質
の
い
い
も
の
を
つ
く

っ
て
い
れ
ば
収
入
も
安
定

し
、 後
継
者
も
戻
っ
て
く
る
」

と
自
信
い
っ
ぱ
い
に
話
す
。

　
今
後
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
た
い

の
は
、
あ
さ
り
観
光
。
平
成

　
年
ま
で
は
か
な
り
盛
ん

15で
、
１
シ
ー
ズ
ン
に
２
万
５

千
人
も
の
潮
干
狩
り
客
が
訪

れ
、
収
益
も
大
き
か
っ
た
。

　
年
に
ツ
メ
タ
ガ
イ
の
被
害

16が
あ
っ
て
か
ら
ず
っ
と
休
ん

で
い
た
が
、 今
で
も
 「こ
と
し

も
や
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」

と
問
い
合
わ
せ
が
く
る
と
い

う
。
あ
さ
り
観
光
が
復
活

す
れ
ば
地
域
も
活
気
づ

く
。
か
つ
て
の
漁
場
が
地

盤
沈
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
行
政
の
力
も
借
り
て

漁
場
を
造
成
し
、
な
ん
と
か

復
活
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

カ
キ
甘
く
大
粒
 川
が
恵
み
技
術
が
育
む

鳴瀬支所　組合員数56人、 うち准19 人。 職員は3人。
販売取扱いは平成27年度で約6億4400万円（税
抜）。約半分がカキで4 分の1がのり。残りは小型定
置で獲れる鮮魚。カキは県内でもトップクラスの評
価を得ていて、高値がついている。

 
鳴
　
瀬
  

歌
　
津

 

歌津支所　組合員数875人、うち准488人。職員は
名足事務所の8人を合わせて11人。販売取扱いは平
成27年度で約14億800万円（税込）。その約7割が
ワカメで、高品質高値で三陸ワカメをけん引してい
る。そのほか磯根資源も豊富で漁種は幅広い。

ワ
カ
メ
高
品
質
高
値
 漁
師
が
離
れ
ぬ
海

支
所
を
訪
ね
て
 

仙
石
和
男
運
営
委
員
長

青
砥
久
美
支
所
長

高
橋
一
郎
運
営
委
員
長

千
葉
信
哉
支
所
長

人
気
、 評
価
と
も
高
く

収
入
安
定
、 後
継
者
　
％
90

豊
か
な
磯
根
資
源

ア
ワ
ビ
に
力
、 地
域
貢
献

●七ヶ浜町 七の市

日時　7月24日㈰9:00～11:00（小雨決行）
会場　七ヶ浜町水産振興センター駐車場（七ヶ浜町花渕浜字舘下75－１１）
内容　水産物、野菜などの販売。当組合七ヶ浜支所が出店し、アワビやアサリ、
　　　朝獲れのヒラメ、カレイなどを販売。(鮮魚は天候により限定も）

●Reborn-Art Festival × ap bank fes 2016

日時　7月30日㈯、31日㈰9:00～22:00（前夜祭29日16:00～21:30）
会場　石巻港雲雀野地区
内容　2017年に牡鹿半島を中心に計画されているフェスティバルのプレイベ

ント。音楽を中心としながら地域の自然や人とのコラボレーションに
よる食・アート・ワークショップの開催。当組合はギンザケなどを調
理販売する。

チケット　各プレイガイドで入場券等を販売中
http://www.reborn-art-fes.jp/2016pre/

ア
サ
リ
で
賑
わ
い
を

迷
い
な
く
漁
師
に

行
　
事
　
予
　
定

ギ
ン
ザ
ケ
や
ホ
ヤ
を
完
売
し
た
昨
年
の

J
A
い
し
の
ま
き
産
直
市

●JAいしのまき産直市

日時　8月13日㈯9:00～11:00
会場　石巻西農業倉庫（石巻市蛇田字新沼田187）
内容　旬の水産物の試食・販売
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